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０．計画策定の背景と目的 

（１）計画策定の背景 

①見附駅周辺を取り巻く課題の顕在化 

見附駅周辺は、JR や路線バスが乗り入れる本市の玄関口であるとともに、今町地区、見附地

区を始め各地域コミュニティを結ぶ市内の公共交通結節点としての役割を担っています。しか

し近年では、以下のような課題が顕在化しています。 

 

平成 28 年 11 月に実施した「まちづくり市民アケート調査」においても、回答者の半数以上

が「見附駅は公共交通としての役割が不十分」、約 8 割が「駅前の機能がこのままでは問題であ

る」、「駅前の雰囲気を改善した方が良い」と回答しており、見附駅周辺の課題の解消に向けた、

総合的な改修整備が強く求められています。（アンケート結果は９ページにも記載しています） 

 

②「スマートウエルネスみつけ」の実現に向けた「まちの顔」の整備 

見附市では、「第５次見附市総合計画」の都市

の将来像に「スマートウエルネスみつけ」の実

現を掲げています。これは、身体面の健康だけ

ではなく、人々が生きがいを感じ、安心して豊

かな生活を送れる状態を「健幸＝ウエルネス」

と呼び、まちづくりの中核に据えていこうとい

う考え方です。 

歩きたくなる・外出したくなる空間が整備さ

れ、体を動かしたり外出する機会が増加するこ

とは、市民一人ひとりの健康につながるとともに、外出する人が増えることで、まちの中に交流

が生まれ、まち全体に活気が生まれる可能性もあります。 

見附駅は、旧来からの市街地である今町地区と見附地区を結ぶ中間点に位置し、市内外の移

動・交流の中心としての役割を担ってきたことから、引き続き、公共交通結節点としての機能の

維持・強化が必要です。さらに今後は、駅周辺の景観向上や市民の交流・賑わい空間の整備など

により、市民が愛着を持って利用できる「まちの顔」としての役割を担うことが期待されていま

す。 

【見附駅の現状と課題】 

 駅前広場とその周辺は、朝夕の通勤通学時に自家用車が殺到し、人と車の混雑とニアミス状態が続

き危険な状況となっています。 

 駅西側の市街地は、国道周辺に商業施設が集積し大規模住宅街が形成されるなど、発展を続けてい

ますが、駅西側には改札口が無く、近年の発展に相応しい基盤が整っていません。 

 駅東西の連絡通路として地下道が設置されていますが、人通りが少なく敬遠されています。 

 朝と夕方のラッシュ時以外は人通りも少なく閑散とした状態です。 

 電車の時間を待つ、迎えの車を待つ、放課後に友達とおしゃべりをする、など駅前空間に留まるニ

ーズはありますが、居心地の良い空間が無いため、駅前空間で人々が滞留する姿がみられません。 
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（２）計画策定の目的 

見附駅周辺を取り巻く課題を解消し、「スマートウエルネスみつけ」の「まちの顔」となる空間

を実現するためには、駅周辺の安全性・利便性を向上させ、従来の公共交通結節点としての機能を

維持・強化するとともに、市の玄関口に相応しい景観づくりと賑わいの創出を図る必要がありま

す。 

このため本計画では、上位・関連計画である「第５次見附市総合計画」、「立地適正化計画」、「地

域公共交通網形成計画」に基づき、「スマートウエルネスシティ 歩いて暮らせるまちづくりの交

流拠点機能の強化・誘導」に寄与する空間の実現を目的として、課題の解消と新たな「まちの顔」

整備に向けた具体的な取り組みを推進していくこととします。 

 

【本計画策定の目的】 

 

【課題の解消と新たな「まちの顔」整備に向けた取り組み】 

①見附駅東西口広場の安全性・利便性の向上 

 東口・西口広場及び周辺道路の整備改善により、朝夕通勤通学時の人と車が錯綜する危険

な状況を解消し、歩行者・車利用者双方にとっての安全性・利便性の向上を図ります。 

②見附駅利用者の利便性及び西口通行の向上 

 発展を続ける西口周辺の整備改善により、西口側からより近い場所での乗り降りを可能に

し、利用者の利便性向上、駅西側地区の活性化を図ります。 

③市の玄関口としての駅の景観向上と賑わい創出 

 市の玄関口としての駅周辺（東口・西口）の景観を向上させるとともに、人が集まり交流で

きる賑わいの場を創出します。 

 

 

 

  

スマートウエルネスシティ 

歩いて暮らせるまちづくりの交流拠点機能の強化・誘導 

（第５次見附市総合計画・立地適正化計画・地域公共交通網形成計画に位置付け） 
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１．計画の位置づけ 

（１）計画策定の流れ 

本計画書は、以下のような流れで策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）上位計画、関連計画の整理 

本計画は最上位計画の第５次見附市総合計画や、上位計画の立地適正化計画、見附市地域公共

交通網形成計画などを受けて策定します。 

 

 

  
第５次見附市総合計画（H28） 

上位計画 

見附市地域公共交通網 

形成計画（H28） 

見附駅周辺整備基本計画 

最上位計画 

見附市立地適正化計画（H29） 

見附市都市計画マスタープラン（H22） 

みつけ自転車ネットワーク計画（H29） 

見附市地域再生計画（H26） 

１．計画の位置づけ 

・見附市の上位計画、関連計画を

踏まえ、本計画の位置づけを

示します。 

２．見附駅周辺の課題 

・見附駅周辺の課題を交通及びまちづくりの観点から整理します。 

・また、市民アンケートの結果から市民の見附駅に対する意向を整

理します。 

４．見附駅東口整備計画 

・主要な課題のひとつである交通渋滞への対策を示したうえで、ま

ちづくりの観点から求められる空間構成や交流空間について示し

ます。 

４－１．交通渋滞の検証と対策の検討 

４－２．空間構成の考え方とレイアウトの検討 

４－３．交流空間の整備と利活用の検討 

４－４．整備イメージの検討 

 

５．見附駅西口の整備について 

・見附駅西口については東口の

整備後に事業着手するため、

現時点では基本的なスペッ

ク（諸元）の設定や概略レイ

アウトを示します。 

６．整備スケジュール 

・東口、西口や自由通路を含めた駅周辺整備全体の事業スケジュールを示します。 

３．見附駅周辺の整備方針 

・１、２の検討結果を踏まえ、見附駅周辺整備の基本的な考え方や基本方針、整備メニューを示します。 
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①第５次見附市総合計画（平成 28年 3月） 

 

 

 

 

  

■第５次見附市総合計画は計画期間を平成 28～37 年度とし、都市の将来像「スマートウエルネ

スみつけ」を掲げています。 

■４つの基本目標のひとつ「安全安心な暮らしやすいまち」に基づく基本施策として、歩いて暮

らせるまちづくりや利便性の高い交通体系づくりに取り組むとしています。 

図－総合計画の体系（出典：見附市第５次見附市総合計画） 
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②見附市立地適正化計画（平成 29年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■見附市立地適正化計画は計画年次を平成 52 年（2040 年）とし、総合計画と同じく将来都市像

「スマートウエルネスみつけ」を掲げています。 

■見附駅周辺は都市機能誘導区域に位置づけられ、鉄道による玄関口として交通結節点としての機

能強化とともに交流空間・シンボル空間としての魅力向上を図ることとしています。 

■本計画では、下図に示す②のエリアを対象区域とします。 

①見附地区の都市機能誘導区域 

「都市機能が集積したエリア」 

②見附駅周辺地区の都市機能誘導区域 

「商業地域＋駅の西口エリア」 

今後見附市の玄関口として都市機能の

誘導を図る区域として、駅東口の商業

地域と、西口の駅前広場再整備を見込

む区域を設定。 

駅周辺交流施設を誘導施設として設定。 

③今町地区の都市機能誘導区域 

「商業地域」 

図－都市機能誘導区域の設定（出典：見附市立地適正化計画） 
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③見附市地域公共交通網形成計画（平成 28年 3月） 

 

 

【目標１】効率的で利便性の高い公共交通網の形成 

見附市内を運行する公共交通について、公共施設・商業施設・医療施設が集積する市街地を巡回

するルート、周辺地域と市街地をつなぐルート、周辺市・首都圏への広域ルートを、それぞれの特

性に合わせて運行すると共に、各ルートが効率的に連携し合うことで、市民が自由に移動できる公

共交通網の形成を図ります。 

【目標２】公共交通の魅力を高める環境づくり 

バスの安全対策やバリアフリー化、乗継・待合環境の整備などのハード面の整備を進めるととも

に、共通時刻表の作成や、WEB を利用した運行情報の提供などのソフト面の整備を進め、わかり

やすく、利用しやすい公共交通となるための環境整備を進めます。 

【目標３】公共交通を支えるシステムづくり 

公共交通を長期的に持続可能なものとするため、市民と公共交通の重要性の共有、自家用車から

公共交通利用への転換を促す PR を継続的に行うと共に、広告収入など運賃収入以外の収入源の確

保を進めます。 

 

 

 

 

 

  

■見附市地域公共交通網形成計画は、「歩いて暮らせるまちづくり」の推進に向けて、鉄道や路線バ

スだけでなく、コミュニティバスやデマンド型乗合タクシー等の多様な交通サービスの相互連携

によって、地域の公共交通網の再構築を図るものです。 

■見附駅周辺整備は、地域公共交通網形成計画の目標のひとつである「公共交通の魅力を高める環

境づくり」を達成するための事業に位置づけられています。 

表－地域公共交通網形成計画の目標を達成するために行う事業 

（出典：見附市地域公共交通網形成計画） 
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２．見附駅周辺の課題 

（１）見附駅周辺の課題 

見附駅周辺の課題を、主に「交通に関する課題」と「まちづくりに関する課題」に分けて整理し

ます。 

 

表－見附駅周辺の課題一覧 

項目・場所 課題 

【交通に関する課題】 

見附駅前広場

（東口） 

 

 

 

（うち、倉庫前自

転車横断位置） 

・見附駅前広場とその周辺は、朝夕の通勤通学ピーク時に自家用車が混雑し、

渋滞が発生している。駅前広場内に待機する自動車に乗るため歩行者が車道

内を通行し、危険な状態である。（写真１） 

・送迎の自動車がバスバースに駐停車してバスの発着を阻害するなど、公共交

通が便利に利用できる環境になっていない。（写真２） 

・倉庫前は駐輪場に出入りする自転車が道路を横断する。朝夕のピーク時には

混雑した自動車を縫って自転車が通行するため危険な状態である。（写真３） 

見附駅西口 ・西口からは直接駅の改札に行くことができず、地下道を通るか、自家用車で

大きく迂回して東口まで送迎しなければならず不便を強いられている。 

駐輪場 ・駐輪場は２階立てであるが２階を利用する人は少なく、２階に空きが十分に

あっても駐輪場周辺の路上や民地に駐輪している。（写真４） 

【まちづくりに関する課題】 

見附駅周辺全体 ・駅周辺には商業施設をはじめ集客施設がほとんどなく、朝夕の通勤通学ラッ

シュ時以外には閑散とした状態で、駅利用者以外に駅周辺を訪れる人がほと

んどいない。 

・駅周辺に緑が少なく、潤いのある景観になっていない。 

見附駅前広場

（東口） 

・駅前広場の面積の大半が自動車のためのロータリーであり、歩行者の憩いの

空間や交流するための空間が乏しい。 

見附駅 

西口周辺 

・西口には現状で駐車スペースと駐輪場があるだけで、発展を続ける西側地区

の玄関口として相応しい空間となっていない。（写真５） 

・西口周辺の道路には歩道がなく、歩いて暮らせる環境になっていない。 

民間倉庫 ・駅前に隣接した好立地であるが、現在は米の備蓄倉庫として利用されている

のみで駅周辺の賑わいに寄与していない。（写真６） 

見附駅周辺全体

（浸水） 

・見附駅周辺は標高が低く雨水が滞水しやすいため、一定以上の雨が降ると冠

水が発生する。（写真７） 
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図―見附駅周辺の現状 
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（２）アンケート結果の分析 

平成 28 年 11 月現在で、市内全域の市民で 20 才以上から無作為に 1,000 人を抽出して調査し

たもののうち、駅周辺の調査項目を抜粋して掲載します。 

 

  Q．見附駅は公共交通としての役割を十分果たし

ていると思いますか？ 

 →【結果】半数以上が見附駅を公共交通として

の役割が不十分と認識している 

 

Q．駅、駅前の機能としてこのままでいいと思い

ますか？ 

 →【結果】約 8割が駅や駅前の機能がこのまま

では問題だと認識している 

 

Q．見附市の玄関口として、駅前の雰囲気をどう

思いますか？ 

 →【結果】約 8割が、駅前の機能だけでなく玄

関口としての雰囲気についても問題がある

と認識し、改善を希望している 

Q．駅や駅前をより便利に、気持ちよく使えるよう

にしていくためには、具体的にどのような改善を

行うことが必要だと思いますか？（複数回答） 

 →【結果】駐車場の増設や西口からの利便性向上

などの交通機能の改善とともに、景観緑化や

観光誘導などまちの玄関口としての機能の改

善も求められている。 
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３．見附駅周辺整備の基本方針 

（１）基本的な考え方と基本方針 

上位計画による位置づけや課題を踏まえた、駅周辺整備の基本的な考え方と基本方針は以下の

とおりです。 

【見附市がめざすまちづくり】第五次総合計画によるまちづくりの方向 

＜基本理念＞   「住みたい 行きたい 帰りたい やさしい絆のまち みつけ」 

＜都市の将来像＞ 「スマートウエルネスみつけ」 

 

【駅周辺地区の位置づけ】立地適正化計画における見附駅周辺地区の位置づけ 

＜期待される役割＞ 

■市の玄関口としてシンボル性のある拠点地区 

■地域公共交通の乗り換え口として利用しやす

い交通結節拠点地区 

＜まちづくり方針＞ 

■駅前広場及び隣接ゾーンの再編による交通結

節点としての機能強化を図るとともに、交流

空間･シンボル空間としての魅力向上を図る 

＜駅周辺地区に誘導すべき機能（誘導施設）＞  ■交流機能（駅周辺交流施設） 
 

【主な課題】交通の課題とまちづくりの課題、個別の課題 

＜交通の課題＞ 

・東口は朝夕の通勤通学ラッシュ時に送迎車両

の渋滞が発生し、歩行者・自転車も危険な状態 

・バス等を便利に利用できる環境になっていな

い 

・西口から直接改札へ行けず、不便を強いられて

いる 

＜まちづくりの課題＞ 

・見附駅周辺は集客施設がほとんどなく、駅周辺

を訪れる人が少なく閑散とした状態 

・緑が少なく、良好な景観となっていない 

・西口は、発展する西側地区の玄関口として相応

しい空間となっていない 

・駅周辺は冠水が発生しやすい 
 

【見附駅周辺整備の基本的な考え方と基本方針、検討項目】 

＜基本的な考え方＞ 

これからの地方都市駅周辺空間のモデルとなる、 
「人と交通の結節点 スマートウエルネスみつけ駅」 

＜基本方針と検討項目＞ 
 

基本方針 検討項目 

方針１ 見附駅東口・西口駅前空間の安全性及び

利便性の向上 

・東口、西口駅前広場の再整備（交通導線の整

理） 

・駅利用者送迎機能の補完（駅利用者駐車場の

新設） 

方針２ 西口地区から駅へのアクセス性の向上 
・駅東西の連絡強化（東西自由通路の整備と改

札位置の見直し） 

方針３ マイカーから徒歩・自転車・公共交通への

転換の促進 

・東口、西口駅前広場の再整備（公共交通の利便

性・快適性向上、駅前歩行空間の充実） 

方針４ 見附市の玄関口にふさわしいシンボル空

間としての顔づくり 

・東口、西口駅前広場の再整備（駅周辺の景観整

備、緑化の推進） 

方針５ 見附駅周辺に人が集い交流する賑わいの

創出 

・地域交流機能の強化（交流広場や既設建物活

用による交流空間の創出） 

・交流空間（公民連携による交流広場等の利活

用） 
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（２）広域との関係性を踏まえた、見附駅周辺の空間構成イメージ 

上位計画で位置づける３拠点のうち、見附駅周辺地区は今町地区と見附地区を結ぶ中間点に位

置していることから、公共交通の結節点及び市民の交流拠点としての整備を目指します。 

  

【施策1】
コンパクトシティの
形成と誘導
・インフラ整備・維持更新エリアの
拡大抑制、生活サービスの集中、
コミュニティの維持、効率的な土
地利用

【施策2】
持続可能な集落地
域づくり
・コミュニティ維持に向けた集落生
活圏の土地利用計画と小さな拠
点の整備

【施策3】
地域公共交通の再
生
・各ゾーン間の円滑な移動を確保
した公共交通等の整備

【施策4】
中心市街地の活性
化
・商店街の活性化、まちの活力と
賑わいの回復、出かける目的地
の整備、交流拠点の整備

【施策5】
地域包括ケアシス
テムの構築
・自立生活の支援のもと、可能な
限り住み慣れた地域で生活を継
続することができる体制を整備

【施策6】
総合的な住み替え
施策の推進
・世代別のライフスタイルに応じた
住居の住み替え、転居を誘発す
る住宅施策

まちづくりの目標：スマートウエルネスシティ［SWC］（健幸まちづくり）の推進
［SWC］

将来像：■自然と歩ける楽しいまち
■住民が健康・まちが元気
■来訪者と交流するにぎわいのまち

＜施策パッケージのイメージ＞ ＜施策パッケージによるまちづくりのイメージ＞

健幸まちづくり

見附市のまちづくり全体のイメージ 

（見附市地域再生計画（H26）） 

見附市の都市の拠点形成イメージ 

（見附市立地適正化計画（H29）） 

今町地区 

見附駅周辺地区 

見附駅の位置は 

今町地区と 

見附地区を結ぶ 

中間点！ 

見附駅地区 

見附駅周辺の空間構成イメージ 
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４．見附駅周辺の整備について 

見附駅周辺の整備については、見附駅周辺整備の基本方針を踏まえて、「交通渋滞の検証と対策の

検討」、「空間構成とレイアウトの検討」、「交流空間の整備と利活用の検討」のプロセスにより、検討

を行いました。 

基本方針との対応  整備計画実現に向けた検討プロセス 

方針１ 見附駅東口・西口駅前空間の

安全性及び利便性の向上 

 ４－１．交通渋滞の検証と対策の検討 

(1)東口駅前広場の交通実態と整備に伴う交通動

態の変化の想定 

(2)送迎レーンと駐車場の規模の試算 

(3)東口に必要な交通機能のスペック（諸元）の設

定 

(4)西口駅前広場の利用実態 

(5)東口及び自由通路の整備による西口への影響

の整理とスペック（諸元）の想定 
  

 

方針２ 西口地区から駅へのアクセ

ス性の向上 

 ４－２．空間構成の考え方とレイアウトの検討 

(1)東口駅前広場ロータリーと新設駐車場の役割

の分担 

(2)東口駅前広場の空間構成の考え方 

(3)駅と駅前広場を結ぶ接点（まちの顔となる位置

の設定） 

方針３ マイカーから徒歩・自転車・

公共交通への転換の促進 

 

  

 

方針４ 見附市の玄関口にふさわし

いシンボル空間としての顔

づくり 

 ４－３．交流空間の整備と利活用の検討 

(1)見附駅駅前空間の利用者像（ターゲット） 

(2)駅前空間におけるアクティビティ（行動・活動）

のイメージ 

(3)駅前空間の使い方に関する対話の場「みつけ駅

前カフェ」 

方針５ 見附駅周辺に人が集い交流

する賑わいの創出 

 

  

 

「人と交通の結節点 スマートウエルネスみつけ駅」の実現へ 
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４－１．交通渋滞の検証と対策の検討 

（１）東口駅前広場の交通実態と整備に伴う交通動態の変化の想定 

 

 

 

 

 

  

■朝と夕の電車に合わせてピークがあり、歩行者、自転車、自動車ともに朝のピークの方が交通量は

多い状況です。 

■朝は駅利用者を降ろしてすぐ出て行く車が多く、夕方は電車の到着に合わせて駅前広場内に数分

～数十分待機する車が多いなど、時間帯に応じて交通特性が異なります。 

■本計画では、こうした現状を踏まえて、駅東西口広場の安全性・利便性を向上させるため、自由通

路の整備や西口駅前広場の再整備、駅利用者用駐車場の新設を予定しています。 

■上記のような整備が行われることにより、交通動態は以下のように変化するものと想定されます。 

①自由通路の整備、改札の移動、西口駅前広場の再整備により、西口側市街地から東口の駅前広場

に来ていた利用者が西口から改札にアクセスするようになる。 

②新設駐車場の整備により、東口の駅前広場に進入している車両のうち、葛巻方面から来る車両に

とっては新設駐車場を利用した方が便利（時間短縮）になる。 
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駅前広場に来る車両の発地別割合 

車両の発地区分 朝ピーク時 夕方ピーク時 割合 

東口駅前に集まる車両合計 520 台(110+140+270) 280 台(60+80+140) － 

 うち、西側市街地からくる車両 110 台（21％） 60 台（21％） ２割 

 うち、葛巻方面からくる車両 140 台（27％） 80 台（29％） ３割 

 うち、県道からくる車両 270 台（52％） 140 台（50％） ５割 

 

 

 

  

①自由通路及び改札の新設と西口駅前広場の再整備により、西口側市街地から東口の駅

前広場に来ていた車両（全体の２割）が西口を利用するようになる。 

②新設駐車場の整備により、東口の駅前広場に進入している車両のうち葛巻方面から来

る車両にとっては新設駐車場を利用した方が便利（時間短縮）になる。 

駅前広場の安全性・利便性を向上させるため、 

自由通路の整備や西口駅前広場の再整備、駅利用者駐車場の新設が必要 

将来的な車両交通動態の変化 
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（２）送迎レーンと駐車場の規模の試算 

 

※整備事業は、平成 31～35 年に前期整備（駐車場及東口駅前広場）、平成 36～40 年に後期整備（自由通路

及び西口駅前広場）を予定しています。 

 

【朝ピーク時】駅利用者を降ろしてすぐ出ていく交通行動＝降車レーンを必要とする交通行動 

現状 

現状では 26 台（※）の同時利用需要があると見込まれ、その内訳は以下のとおり。 

※実際に駅前広場内を同時利用している車が最大 20 台、倉庫前の短時間駐車場または路上で降車させているとみ

られる車両が 6 台（台数按分計算 20＋（150/520×20））、合計で 26 台 

 

 

 

 

 
 

前期（駐車場及び東口駅前広場）整備後の需要台数 

駐車場及び東口駅前広場を整備した段階では、東口を利用する総需要台数は現状と変わらない。 

 

 

 

 

 

後期（自由通路及び西口駅前広場）整備後の需要台数 

自由通路及び西口駅前広場が整備されると、西口市街地方面から来ていた車は西口の駅前広場を使うよ

うになる。 

 

 

 

 

 

 

  

■送迎車による渋滞を抑制するために必要となる送迎レーンと駐車場の規模を試算すると、東西自

由通路及び西口再整備後では以下のようになります。整備計画では以下の需要量を満たす計画が

必要となります。 

 ①朝のピーク時には東口を同時に利用する送迎車両は最大で21台程度で、ほぼすべてが降車（駅

利用者を降ろす）ために停車します。 

 ②夕方のピーク時には東口を同時に利用する送迎車両は最大で50台程度で、駅利用者の乗車・降

車や、駅利用者を待機する車両などが混在します。 

11

11

東口を利用する送迎 

（ほぼ降車のみ）需要台数 

合計26台 

東口を利用する送迎 

（ほぼ降車のみ）需要台数 

合計26台 

東口を利用する送迎 

（ほぼ降車のみ）需要台数 

合計21台 
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【夕方ピーク時】 

電車の到着に合わせて迎えに来る車と送る車、数分～数十分程度駅前広場内で待機する車が混在 

＝駐車場及び乗降レーンを必要とする交通行動 

現状 

現状では 62 台（※）の同時利用需要があると見込まれ、その内訳は以下のとおり。 

※実際に駅前広場内を同時利用している車が最大 47 台、倉庫前の短時間駐車場または路上で降車させているとみ

られる車両が 15 台（台数按分計算 47＋（90/280×47））、合計で 62 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

前期（駐車場及び東口駅前広場）整備後の需要台数 

駐車場及び東口駅前広場を整備した段階では、東口を利用する総需要台数は現状と変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期（自由通路及び西口駅前広場）整備後の需要台数 

自由通路及び西口駅前広場が整備されると、西口市街地方面から来ていた車は西口の駅前広場を使うよ

うになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

11

東口を利用する送迎 

（乗・降混在）需要台数 

合計62台 

東口を利用する送迎 

（乗・降混在）需要台数 

合計62台 

東口を利用する送迎 

（乗・降混在）需要台数 

合計50台 
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（３）東口に必要な交通機能のスペック（諸元）の設定 

（１）（２）の検討を踏まえ、東口に必要な交通機能のスペック（諸元）を設定します。 

 

東口に必要な交通機能のスペック 

機能 

規模と配置 

設定理由 東口 

駅前広場 

送迎用 

駐車場 

一般車 

ロータリー 

12 台分程度 

(降車のみ) 

11 台程度 

（乗降） 

 

朝ピーク時の自動車同時利用台数（駅利用者を降

ろしてすぐ出ていく交通行動）に相当する台数を

確保 

※現状の朝の自動車同時利用台数は最大26台であ

るが、これには企業の送迎車両（ピーク時 5台程

度）も含まれる。これらの車両は送迎用駐車場の

駐車桝に誘導することも可能 

※自由通路及び西口駅前広場再整備後は21台以下

の見込み 

思いやり乗

降ゾーン 

2 台分程度 1 台分程度 車椅子利用者や妊娠している方、小さなお子様を

連れた方などが停められる場所として確保 

一般車駐車

場 

－ 38 台 一般車ロータリーと合わせて夕方ピーク時の自動

車同時利用台数に相当する台数を確保 

※現状の夕方の自動車同時利用台数は最大 62 台 

※自由通路及び西口駅前広場再整備後は50台以下

の見込み 

バスバース 2 台分 － 路線バスの待機・乗車のためのバースと、コミュニ

ティバスの乗車・降車及び路線バスの降車のため

のバースを確保 

※現状と同程度（２台分） 

タクシー 

バース 

2 台分 － タクシー乗車のためのバースと、降車のためのバ

ースを確保 

※現状と同程度（２台分） 

タクシープ

ール 

6 台程度 － 現状でロータリー内に待機するタクシーは最大 5

台程度（これにはタクシーバースに停車している

タクシーも含む）であることから、それ以上のプー

ルを確保 

駐輪台数 自転車570台 

ﾐﾆﾊﾞｲｸ 30台程度 

－ 現状と同等の収容台数（自転車とミニバイクの合

計で 600 台）を確保 
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（４）西口駅前広場の利用実態 

  

108 台/h（7 時台） 

45 台/h（17 時台） 

136 台/h（7 時台） 

48 台/h（17 時台） 

8 台/h（7 時台） 

8 台/h（18 時台） 

36 台/h（7 時台） 

18 台/h（18 時台） 

地
下
道 

301 人/h（7 時台） 

139 人/h（17 時台） 

最大駐車台数 

2 台（7 時台～8 時台） 

17 台（17 時台） 

駐輪最大 254 台（12 時台） 

※西口周辺の駐輪総数 

■西口も朝と夕のピークがあり、朝の方が交通量が多く、待機車両は夕方の方が多い状況です。 

■地下道の利用者は朝が約 300 人/ｈ、夕が約 140 人/ｈとなっています。 
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（５）東口及び自由通路の整備による西口への影響の整理とスペック（諸元）

の想定 

 

 

 

西口に必要な交通機能のスペック（諸元） 

機能 規模 設定理由 

一般車ロータリー 7 台 朝ピーク時の自動車同時利用台数（駅利用者を降ろしてす

ぐ出ていく交通行動）＝最大で現況２台＋将来５台増加＝

７台 

一般車駐車場 29 台 夕方ピーク時の自動車同時利用台数（数分から数十分程度

広場内で待機する交通行動）＝最大で現況 17 台＋将来 12

台増加＝29 台 

バスバース 1 台 西口の整備に伴いコミュニティバスが停車することを想

定 

タクシーバース なし 面積が限られているため、タクシーバース（乗り・降りと

も）は一般車ロータリーを利用するものとする 

タクシープール なし 計算上は、東西の歩行者数の比率が概ね東：西＝2：1であ

ることからﾀｸｼｰﾌﾟｰﾙ台数も東口の約半分程度の台数（＝3

台）とすることが考えられるが、タクシー事業者へのヒア

リングでは西口にタクシープールは不要との回答であっ

たため、タクシープールは設けない。ただし将来的にタク

シープールを設置することとなった場合には積雪スペー

スの一部を活用する。 

駐輪台数 250～300 台 現況の同時利用最大数 250＋コミュニティサイクル、ミニ

バイク用等 

 

 

■自由通路整備等に伴う西口への交通の影響を整理し、西口駅前広場のスペック（諸元）を設定しま

す。 

■自由通路及び改札の移設と西口駅前広場の再整備により、西口側市街地から東口の駅前広場に来て

いた車両（全体の２割）が西口を利用するようになります。これにより以下のように西口の交通量が

変化します。 

・朝ピークの自動車交通量は 110 台／ｈ増加 

・朝ピークの西口同時使用台数は現状で 2 台。想定ではこれより 5 台増加（p.16 の試算より） 

・夕方ピークの西口同時使用台数は現状で 17 台。想定ではこれより 12 台追加（p.17 の試算より） 

※西口の自転車利用者が東口まで行っていることは考えにくいことから、自転車利用者数は現況

から変化しないと考える。 

■上記を踏まえ、西口駅前広場のスペック（諸元）は最大で以下のように設定します。 
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４－２．空間構成の考え方とレイアウトの検討 

（１）東口駅前広場ロータリーと新設駐車場の役割の分担 

 

 

【参考】長岡駅大手口の降車専用ゾーン 

長岡駅大手口の駅前広場では、３台程度の降車専用ゾーン

が設けられ、降車専用ゾーン以外は一般車通行不可となって

います。 

長岡駅の事例では車道幅は１台分しかなく、前方に停まる

車を抜かしていくことはできないためこのゾーンにゆっく

り停まっていることはできません。 

 長岡市へのヒアリングによると、以前は停車する車の右側を後続の車が追い越しできるようにし

ていたが、接触事故が頻発していたため現在のように車道幅を１台分にしたとのこと。  

■朝は駅利用者を降ろしてすぐに出て行くような車が多い特性を踏まえ、これらの送迎車両を円滑

に処理するため、駅前広場内は降車のみが進入可能とします。（下記参考の長岡駅大手口と同様の

考え方） 

■公共交通を優先するため、ロータリーのうち駅に近い場所は路線バス、コミュニティバス、タクシ

ー以外は進入禁止とします。（ただし車椅子利用者、歩行が困難な高齢者、妊娠されている方など

はこの限りではありません） 

■送迎用駐車場では、夕方の電車の到着に合わせて迎えに来る車と送る車、数分～数十分程度駅前広

場内で待機する車が混在する状況に対応して、短時間駐車ができる駐車桝と乗車・降車が可能なロ

ータリーを整備します。 

駅前広場 

改札（想定） 
駐輪場 

倉庫 

送迎用駐車場 

屋根付通路 

跨線橋 

（一般車降車のみ） 

（一般車乗車・降車） 

（短時間駐車場） 

路線バス・コミバス 

タクシー 

（主に葛巻方面 

からの一般車） （主に県道 

からの一般車） 

バス・タクシー・一般車の動線 
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（２）東口駅前広場の空間構成の考え方 

 

  

■朝と夕のピーク時には、駅前広場には送迎車両が溢れ、前面道路も含めて渋滞が発生しています。 

■しかしピークの数十分以外には、逆に駅前広場は閑散とした状態となっています。ピーク時の数十

分のために貴重な駅前広場の空間の大半を使う、非常に「もったいない」空間の使い方がなされて

います。 

■ピーク時の駅利用者送迎需要には新たに確保する新設駐車場と一体で対応することとして、駅前広

場の空間は、「スマートウエルネスみつけ」の玄関口にふさわしい歩行者の憩い・交流のための空間

を最大限に確保します。 

■交通結節点として路線バスやコミュニティバスへの乗り換えの利便性を向上させ、クルマから公共

交通への転換を推進します。 
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（３）駅と駅前広場を結ぶ接点（まちの顔となる位置の設定） 

 

 

  

■現在のまちの顔となる位置（駅と駅前広場の接点）は、改札から駅前広場に出た場所となっています。 

■今後、駅の東西を結ぶ自由通路が整備されて自由通路上に改札口が設置されると想定した場合、自由

通路の降り口が新しいまちの顔となる位置（新しい駅と駅前広場の接点）になります。 

■駅前広場の空間構成は、まちの顔となる位置が変化することに十分配慮する必要があります。 
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４－３．交流空間の整備と利活用の検討 

（１）見附駅駅前空間の利用者像（ターゲット） 

①駅利用者の特性 

 

※このデータでは見附駅以外の駅を利用している見附市民もカウントしているため、見附駅の正確な乗降客の比率では

ありません。あくまで目安として用います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ライフステージと見附市内の交流の場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■見附駅は一日あたり約 4,000 人が乗り降りし、その大半は高校生です。 

■見附市には、特に若者世代が地域で過ごせるパブリックな居場所があまりありません。 

■見附市ではこれまで子育てファミリーや小さな子供の遊び場、壮年期や老年期の世代が交流でき

る場づくりに努めてきました。 

■しかし、見附駅の主な利用者である高校生などの若者世代には、学校以外にまちのなかでの居場

所を用意してこなかったのではないでしょうか。 

■高校生たちが大人になっても見附市に住んでもらうためには、見附市のまちのなかに自分の居場

所を見つけて、まちに対する愛着を持ってもらうことが必要ではないでしょうか。 

■また、地域に居場所を用意することは、地域の大人、高齢者、子どもともふれあう多世代交流の

きっかけともなります。 

写真：見附駅の朝のホーム。 

乗る人・降りる人ともにほとんどが高校生 

幼少期 小中学生 
高校生 

大学生 
青年期 壮年期 老年期 

子育て期（幼少期） 

子育て支援センター 

（キラキラマミー） 

ふるさとセンター 等 

壮年期・老年期 

ふるさとセンター 

コミュニティ銭湯 

ネーブルみつけ など 

小中学生 

公園 

放課後児童

クラブ 等 

若者世代（特に地域

で過ごす時間が多い

高校生等） 

学校以外に 

パブリックな居場所

がない状態？ 

図－見附市電車利用者の通勤者と通学者の比率 

（データ出典：平成 22年国勢調査） 

 

30.3%

69.7%

通勤で鉄道・電車

を利用する人

通学で鉄道・電車

を利用する人

30.3%

69.7%

通勤で鉄道・電車

を利用する人

通学で鉄道・電車

を利用する人

30.3%

69.7%

通勤で鉄道・電車

を利用する人

通学で鉄道・電車

を利用する人1,131 人 
69.7％ 

492 人 

30.3％ 
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（２）駅前空間におけるアクティビティ（行動・活動）のイメージ 

①駅前に交流広場を設けた場合のアクティビティのイメージ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■交流空間を設けると、これまで駅前広場ではできなかった様々なアクティビティができるように

なります。 

■祭りやマルシェなどのイベントはもとより、普段の屋外空間の使い方が多様になり、若者を含む

多世代が楽しめる駅前空間となります。 

個人 集団

動
的

静
的

■ベンチに座る、本を読む

■ストレッチ
■ヨガ

■ラジオ体操

■屋外で囲碁やチェスなどの
ボードゲーム

■ペタンク（球技）

■スラックライン
■縄跳び

■ピクニック

■キャンプ

■屋外で映画鑑賞

■ストリートダンス

■屋外で会議

■フリーマーケット
マルシェ

■絵を書く（写生）

■寝そべる

■健康器具を
使った運動

■お茶する

■ラグビー、 フットサル

■相撲

■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを
眺める

ねぶくろシネマ（調布市）

アウトドアオフィス（横浜市・スノーピーク協力）

パークキャラバン
（横浜市・スノーピーク協力）

ストリートラグビー（日本橋）

現況の駅
前広場で
できること

交流広場の整備に
よってできること

アーバンキャンプトーキョー

■ストリート
ライブ
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②その他（室内等）のニーズの想定 

 

 

写真：直江津駅前にある「直江津学びの交流館」内の自習室は高校生に人気 

 

 

（３）駅前空間の使い方に関する対話の場「みつけ駅前カフェ」 

つくるまえの段階から、この交流広場や駅舎建物を誰が、どのように使いたいか、ということを

じっくりと話し合い、それに基づいて整備・活用計画を立てていくため、「みつけ駅前カフェ」を

開催し、市民や民間の方々の発想でどのように駅前空間が活用できるかを議論しました。 

この議論は、基本計画を立てたら終わりではありません。H30 年度にはこの駅前カフェを「つ

かう会議」に発展させ、議論したことを実際に試す「参加型社会実験」の実施を通じてさらに議論

を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

  

■見附駅を利用する高校生たちのニーズとしては、屋外のアクティビティだけでなく、屋根のあると

ころや室内で宿題や受験勉強をしたり、友達とおしゃべりをしたりするニーズがあると考えられま

す。 

「みつけ駅前カフェ」の位置づけ 

 H28   H30                      H35                      H40 

見附駅周辺まち

づくり協議会 

    

交流空間の整備     

つかう会議     
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第１回みつけ駅前カフェ ～見附駅の役割と使い方について考える～ 

日 時：平成 30 年 1 月 30 日（火） 17：00～18：50 

場 所：見附市役所 4 階 大会議室 

参加者：下表のとおり 

属性 人数 

エリアマネージャー 2 名 

見附市公式 FACEBOOK リポーター 2 名 

企業・商業・観光物産協会関係者 7 名 

区長・青年会議所 3 名 

見附地区西部地区コミュニティ準備会関係者 7 名 

その他市民（サークル活動など） 5 名 

見附高校 学生 5 名 

長岡造形大 学生 14 名 

見附市役所職員（参加者として） 4 名 

学識経験者 3 名 

事務局（企画調整課） 5 名 

コンサルタント 2 名 

計 59 名 

主な内容： 

１．懇談会の趣旨説明 

 ２．レクチャー（貝島先生）「交流や賑わいの場としての駅周辺整備の効果」 

 ３．レクチャー（渡邉先生）「まちなかの賑わい創出と市民・民間団体への期待」 

 ４．意見交換（グループごと） 

意見交換の概要：「見附駅周辺にどんなことを期待する？」「見附駅周辺にどんなモノ・コ

ト・ヒトが必要？」等のテーマで意見交換しました。 

項目 主なご意見 

見附駅周辺に

どんなことを

期待する？ 

・見附地区や今町地区と駅とのつながり 

・「発信」と「結節」の機能 

・安全、防犯、景観（花や緑） 

見附駅周辺に

どんなモノ・

コト・ヒトが

必要？ 

・子どもたちの居場所や快適な待合いの場 

・待ち時間に時間をつぶせる場   ・多目的に変化する空間 

・若者や子育て世代が集まる場   ・昼は学生、夜は大人向けの場所 

・インスタ映えする空間      ・居心地の良い空間 

 

 
第１回の成果【見附駅の現状・課題】 

居心地の良い「居場所」がない 



27 

 

  

第２回みつけ駅前カフェ 

～見附市にはどんな人がいるの？どんなことをしているの？～ 

日 時：平成 30 年 3 月 7 日（水） 17:00～19:00 

場 所：見附市文化ホールアルカディア小ホール 

参加者：属性は第１回と同様、43 名 

主な内容： 
１．懇談会の趣旨説明 

「第 1 回懇談会の振り返りと第 2 回のテーマについて」 

２．実際に活動している方の話を聞いてみよう 

活動紹介その１（今町地区エリアマネージャー 小林さん） 

活動紹介その２（見附地区エリアマネージャー 松本さん） 

活動紹介その３（第一ニットマーケティング 加藤さん） 

活動紹介その４（長岡造形大学 3 年 末松さん） 

３．意見交換（グループごと） 

意見交換の概要：参加者の属性でグループを分けて議論しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回の成果【見附駅に求める空間のイメージ】 

●普段使いの場として 

・ワカモノも含めて「自分の居場所」と思える空間 

・居心地の良い、映える空間 

●イベント使いの場として（※あくまでも普段使いの延長として） 

・いろいろな活動に自由に使える空間 

・見附地区と今町地区の活動が感じられる空間 
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第３回みつけ駅前カフェ 

～「駅前をつかう」社会実験でやってみたいことを考えよう～ 

日 時：平成 30 年 4 月 27 日（金） 16：00～19：00 

場 所：見附市役所 4 階大会議室及び見附駅前広場（現地視察） 

参加者：属性は第１回と同様、33 名 

主な内容： 
１．懇談会の趣旨説明 

２．見附駅前の現地視察 

３．意見交換（普段使いとイベント使いに分かれて） 

４．今後の活動予定（つかう会議について） 

意見交換の概要：見附駅前でやってみたい社会実験の企画についてアイデアを出していただ

きました。 

第３回の成果【空間の使い方のアイデア】 

 
普段使いのアイデア 

 カフェをつくろう（カフェ・クッチャイ＝おなかいっぱい） 

 呑む！（駐輪場２階を Bar、地下通路を横丁とする） 

 居心地のよい空間づくり（芝生広場、ベンチや足湯、子どもの遊び場、音と映

像、Fablabo など） 

イベント使いのアイデア 

 みつけウエルネスステーション（基礎体力の計測やヨガ・ダンス） 

 ニットフェス（ニット祭りと合わせてファッションショー、日通倉庫の壁をスク

リーンとして昼の映像を夜に流すなど） 

 おいしいものを“みつけ”て（見附のおいしいものを集める） 
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【駅利用者送迎用駐車場 兼雨水貯留槽】 

面積 約 1,820 ㎡ 

主要整備 

施設 

一般車駐車場（38 台、有料） 

一般車乗降スペース（11 台程度） 

思いやり乗降ゾーン（1 台） 

雨水貯留槽（530ｔ程度） 

歩道シェルター（照明付） 

 

【歩行者通路】 

延長・幅員 延長約 63ｍ×幅 2.5ｍ 

主要整備 

施設 

歩道舗装 

歩道シェルター（照明付） 

 

【自転車等駐車場】 

規模 自転車 570 台、ミニバイク 30 台程度 

主要整備 

施設 

既存建物の補修 

２階部分は屋根付きの市民交流空間と

して活用することを検討 

 

自由通路・橋上改札 

別途関係機関協議により検討 

（図はあくまで想定） 

【見附駅東口駅前広場】 

面積 約 3,130 ㎡ 

主要整備 

施設 

バスバース（2 ヶ所） 

タクシー乗場、降場（1 ヶ所ずつ） 

タクシープール（6 台程度） 

思いやり乗降ゾーン（2 台分程度） 

一般車降車専用レーン（12 台程度） 

歩道シェルター（照明付） 

歩行者交流広場 

 

民間倉庫の利活用 

多世代交流センターとしての利活

用を今後検討 

【見附駅既存駅舎】 

交流・休憩等スペースとしての利活

用を今後検討 

交流広場 
（今後、官民連携による 

公共空間の利活用を 

検討していく） 

 

入口 
出口 

入口 

出口 

（直進・右左折可） 

（右左折可） 

【西口駅前広場】 

５．見附駅周辺整備計画のまとめ 

■以上の検討を踏まえ、見附駅周辺整備基本計画のレイアウトを以下のように示します。 
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【見附駅東口】 
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ピーク時の円滑な送迎のため、駅前広場

ロータリー内は降車専用とします。駅利

用者を乗車させたい送迎車は、駅利用者

送迎用駐車場を使っていただきます。 

降車専用レーンは２レーン設けます。 

このレーンは公共交通（バスとタクシー）

のみが通行できるレーンとし、自家用車

は進入禁止とします。 

ここはタクシーのみが進入できます。タ

クシー乗車場が空いたらピストン式に出

ていきます。 

 

自転車の安全な通行のため、自転車通路を明示します。

自転車通路は、自由通路を行き来する歩行者の流動と

交流広場に溜まる歩行者を空間的に区分する役目も果

たします。 

自由通路を降りた「まちの顔」

となる位置に広い歩行者空間

を確保し、大きな屋根（シェル

ター）をかけます。 

倉庫前の通路と一体的に利用できる位

置に、市民や来訪者の交流のための広

場を確保します。（交流広場の使い方に

関する検討の詳細は４－３参照） 

30 

交流広場 

【東口駅前広場部拡大図】 
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【見附駅西口】 

※西口は後期工事を予定していることからまだ測量も行われていません。そのため、この図面はおおまかな交通機能配置のイメージを掲載するものです。 

※また駅前広場の区域もあくまで現時点での想定であり、地権者等と調整されたものではありません。 
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【東口側 鳥瞰イメージ】 
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西口駅前広場イメージ 
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視点１ 

視点２ 
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視点３ 

視点４ 
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６．整備スケジュール 

 

 

 

 

  

 

東口駅前広場 

駅利用者送迎用駐車場 

（雨水貯留槽とも） 

駐輪場 

民間倉庫の利活用 

（必要に応じて） 

自由通路 

現駅舎の利活用 

西口駅前広場 

・・・前期 5 ヶ年整備（H31～H35）を予定 

・・・後期 5 ヶ年整備（H36～H40）を予定 

・・・歩道（H29～H34）を予定 

■平成 31（2019）年度より 5 ヶ年を前期整備、その後 5 ヶ年を後期整備として、東口から事業に着

手していきます。 

 

 

 

■詳細な施工展開や事業スケジュールは今後検討していきます。 
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【参考】見附駅の概況 

（１）乗客数 

 

表－信越本線見附駅の乗客数（出典：見附市とうけい 2017、ただし 2016年は JR東日本公表資料） 

 

 

 

 

 

 

（２）乗客の特性 

 

表－通勤者と通学者の比率（データ出典：平成 22年国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和暦 西暦 乗客数  和暦 西暦 乗客数 

平成 23 年 2011 年 2,183  平成 26 年 2014 年 2,023 

平成 24 年 2012 年 2,142  平成 27 年 2015 年 2,108 

平成 25 年 2013 年 2,189  平成 28 年 2016 年 2,178 

 通勤で鉄道・電

車を利用する人 

通学で鉄道・電

車を利用する人 
合計 

人数 492 1131 1623 

割合 30.3% 69.7% 100% 

■見附駅の乗客数は、概ね 2,100 人～2,200 人程度で推移しています。降客も含めると、一日の見附

駅利用者は 4,000 人程度です。 

■通勤客と通学者の比率は 7：3 程度で、通学者の大部分は高校生です。 

■そのため見附駅の利用者の大半は高校生とみられます。 

朝の利用風景 

（見附高校へ通学する高校生） 

夕方の利用風景 

（市外の高校から帰宅する高校生） 



38 

（３）見附駅の歴史 

 

【見附駅の略年表】（見附市作成） 

 ○ 明治３１年  北越鉄道（後の信越本線）が開業。 

○  同 年   北越鉄道開業と同時に見附駅が設置

された。 

○ 昭和３３年  現在の駅舎に建て替えられる 

○ 昭和５８年  見附駅地下道開通 

（地下道は５７年完成だが東西広場

が出来ておらず開通は５８年となる） 

         見附駅前（東口）と西口（駅裏）側を

結ぶことで、今町方面からの利用が便

利になった。 

○  同 年   見附駅前広場完成「約８００㎡から約３２００㎡に拡張」 

         当時越後交通のバスが駅前広場に乗り入れできなかったが、拡張し乗入が可

能となった。 

○  同 年   見附駅西口広場完成「約２８００㎡」 

         今町方面からの利用が便利になった。 

○ 昭和６１年  見附駅前駐輪場（２階建）が完成。 

         駅前周辺の民営有料駐車場若しくは遠隔地の公営駐輪場から、駅舎に近い駐

輪場完成により便利になった。 

○ 平成２４年  （～２５年まで）見附駅前広場の景観を高めるための部分的緑化工事の実施

（まちづくり交付金事業・見附駅周辺地区整備で施工） 

 

【見附駅開業当時の様子】（「ふるさと見附の歴史（昭和 60 年発行）」より抜粋整理） 

○明治 31 年 6 月 16 日、長岡－沼垂間に北越鉄道が開通し、見附停車場が開業しました。 

○新築された駅舎には国旗が掲げられ、近隣町村から多数の見物人が、ひと目汽車を見ようと

押しかけました。（中略）町民たちも家ごとに桜提灯をかかげ、夜ともなれば花燈がともさ

れるなど、心から鉄道の開通を喜びあいました。 

○見附停車場の位置決定にあたっては、鉄道が敷かれると悪者や悪疫が入ってくるとして関

係町村で駅の押し付け合いをしたとか、逆に、政治家や有力者が自町村へ持って来ようとし

て引き合いをした、などという言い伝えが残っていますが、当時の文献類にそのような記述

はありませんし、また、鉄道線路が押切から東光寺まで一直線になっていることから見て

も、特に大きな政治運動が絡んだということは無かったように思われます。 

○停車場の前には、旅館や倉庫が立ち始め、今見運送、丸須運送などの運送業者が店開きしま

した。地域の経済地図も徐々に変化していくことになります。 

 

■見附駅は明治 31 年（1898 年）に開業し、昭和 33 年に現在の駅舎に建て替えられました。現在の

駅前広場は昭和 58 年に整備されました。 

 

見附駅（大正期） 

出典：ふるさと見附の歴史 
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【参考】見附駅前広場の交通実態概況 
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【参考】見附駅周辺の交通実態（朝・夕のピーク状況） 

 

 

  

■H28 年 6 月 23 日雨天時の朝 7 時台と 17 時台の分あたりの交通量をみると、朝のピークは 7：40

で 1 分あたり 20 台、夕方のピークは 17：20 で 1 分あたり 10 台となっています。 

 

朝 ピーク時の様子 （映像は平成 28年 6月 23 日（木曜日 雨）7：

朝は駅利用者を降ろしてすぐ出ていく交通行動がメイン。 

（これに加えて企業の送迎車両の待機が数台程度） 
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■ピーク交通量は自動車・自転車・歩行者とも朝の方が多いですが、朝の送迎車両は乗降後すぐに駅前

広場を出て行くような利用が多く、夕方は多くの送迎車両が数分間～十数分間駅前広場内で待機し

ています。そのため駅前広場内の待機車両は夕方の方が多くなっています。 

■ロータリー内待機車両台数を調査している H26 年度調査をみると、ロータリー内に待機する車両が

最大であったのは晴れの日の夕方 17：15 の 47 台でした。（朝の待機車両ピークは雨天時 7：46 の

25 台） 

夕方 ピーク時の様子 （映像は平成 28年 6月 23 日（木曜日 雨）17：

電車の到着に合わせて迎えに来る車と電車に乗るため送り

に来る車、数分～数十分程度駅前広場内で待機する車が混
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【参考】駐輪場の利用実態 

 

  

■H28 年 6 月 23 日、24 日の駐輪場の駐車台数を見ると、ピーク時は 12 時～13 時頃で、駅前が 530

台、西口が 254 台となっています。 

駐輪場 駐車台数 調査位置図 
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駐輪場 駐車台数 
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【参考】見附駅周辺まちづくり協議会の経緯 

（１）設置要綱 

見附駅周辺まちづくり協議会設置要綱 

 

（設置目的） 

第１条  見附駅周辺整備計画策定及び事業化を検討するにあたり、広く意見を聞く 

ため、学識者・市民代表・関係機関等からなる、見附駅周辺まちづくり協議会（以下「協議会」とい

う）を設置する。 

 （協議内容） 

第２条  協議内容は、次に揚げるとおりとする。 

（１） 見附駅周辺のまちづくり及び整備方針について。 

（２） 見附駅関連施設及び周辺施設についての利活用のありかた及び空間整備のありかたについ

て。 

（３） その他市長が必要と認めた事項について。 

（組織） 

第３条 協議会委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し前条の協議を行う。 

（１） 学識者 

（２） 市民代表 

（３） 交通管理者 

（４） 交通事業者 

（５） 企業（産業）関係者 

（６） 行政関係機関の職員 

（７） その他市長が必要と認めた者 

２ 協議会にはオブザーバーをおくことができる。 

（１） オブザーバーは、専門的知識や経験を有する立場で会議に出席し参考意見を述べる。 

（２） オブザーバーは市長が委嘱する。 

（任期） 

第４条 委員及びオブザーバーの任期は、２年とし、再任を妨げない。 

２ 委員及びオブザーバーに欠員が生じた場合は、これを補充することができる。ただし、その任期

は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に、会長及び副会長各１名を置く。 

２ 会長は、協議会委員の互選により選出する。 

３ 副会長は、会長が指名する。 



46 

４ 会長は、会務を総括し、会議を代表する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議の代理出席） 

第６条  委員（第３条第１号及び第２号に掲げるものを除く）及びオブザーバーに不都合が生じ、やむ

を得ず協議会の会議に出席できない場合は、当該委員及びオブザーバーの属する機関職員のう

ちから、当該委員が指名する者が代理として会議に出席し議事に加わることができる。 

（協議会） 

第７条 協議会は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 協議会は、委員（委任状も含めて）の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

（部会） 

第８条 協議会には必要に応じて部会を置くことができる。 

 各部会の委員構成については会長が指名する。 

（庶務） 

第９条 会議の庶務は、企画調整課及び建設課において処理する。 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 

 

   附 則 

この要綱は、平成２８年１１月３０日から適用する。 
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（２）協議会委員名簿 

№ 区分 所属 氏名 

１ 

委
員 

学識者 

長岡造形大学「教授」 渡邉 誠介 

２ 東京工業大学大学院「教授」 塚本 由晴 

３ 筑波大学「准教授」 貝島 桃代 

４ 

市民代表 

公募者「見附駅周辺巡回指導者」 小林 恵子 

５ 公募者「自家用車送迎者」 小林 陽子 

６ 
地域自治会代表・東口関係者 

「本所２丁目町内会長」 
板垣 博 

７ 
地域自治会代表・西口関係者 

「柳橋町連合町内会長」 
高井 良一 

８ 
交通事業者 

北越後観光バス（㈱「取締役 総務部長」 風間 広範 （第１～３回） 

越後交通㈱「栃尾営業所長」 河井 正和 （第 4 回） 

９ 見附タクシー協議会「代表」 長谷川 信明 

10 企業（産業） 

関係者 

見附青年会議所「理事長」 上村 堅太郎 

11 サンアロー㈱新潟工場「管理部 課長」 遠藤 節子 

12 

行政 

市企画調整課長「都市政策・公共交通担当」 金井 薫平 

13 市総務課長「交通・駐輪場担当」 
池山 久栄 （第１～３回） 

佐藤 貴夫 （第 4 回） 

14 市建設課長「駅前広場と市道管理者」 
得間 謙一 （第１回） 

高山 明彦 （第２回～） 

15 

オブザーバー 

新潟県 見附警察署「交通課長」 
落合 幸喜 （第１回） 

藤巻 智 （第２回～） 

16 
ＪＲ東日本新潟支社 企画部長 

「駅施設・駅前広場管理者」 
石塚 毅  

１ 

事務局 

企画調整課課長補佐 
畠山 均 （第１～３回） 

遠藤 拓央 （第４回） 

２ 建設課副主幹・工務係長  内山 健二 

３ 企画調整課  

渡部 翼 

矢島 徳男 

姉崎 晋悟 

五十嵐 直人 
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（３）開催概要 

 

 

 

 

 

 

  

第１回 見附駅周辺まちづくり協議会 

日時：平成 29 年２月 23 日（木）10：30～12：00 

会場：見附市役所４階 401 会議室 

議題： １）見附駅周辺まちづくり協議会について 

    ２）見附市のまちづくりについて 

    ３）見附駅周辺の現状について 

    ４）見附駅周辺整備の方向性について 

第２回 見附駅周辺まちづくり協議会 

日時：平成 29 年５月 30 日（火）13：30～15：00 

会場：見附市役所４階 401 会議室 

議題： １）見附駅周辺地区の位置づけについて 

    ２）見附駅周辺の課題と再整備の方針について 

    ３）見附駅周辺整備基本計画（案）について 

    ４）今後の協議会の進め方について 

 

 
第３回 見附駅周辺まちづくり協議会 

日時：平成 29 年８月９日（水）14：00～16：00 

会場：見附市役所５階 委員会室 

議題： １）前回（第２回）協議会の振り返りと検討の方向性の確認について 

    ２）検討の主要な条件の確認について 

    ３）見附駅周辺の交通対策見直し案について 

    ４）駅周辺交流空間の整備と利活用のイメージ提案について 

 

 
第４回 見附駅周辺まちづくり協議会 

日時：平成 30 年６月 19 日（火）13：30～15：00 

会場：見附市役所５階 委員会室 

議題： １）前回までの協議会の振り返り 

    ２）「駅前カフェ」の実施とその成果 

    ３）駅周辺整備基本計画書（案）について 

    ４）駅周辺整備事業の全体的な整備スケジュールについて 
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（４）協議会におけるご意見の反映 

見附駅周辺まちづくりでいただいたご意見を反映しながら、整備計画レイアウトをブラッシュ

アップしていきました。 

 

 

  

第１回見附駅周辺まちづくり協議会 

 （平成29年 2月 23日） 

整備の基本的な考え方を提示して議論をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■委員からの主なご意見 

・まちづくりと、現実問題としての渋滞、交通安全などの課題を整理してほしい。 

・駐輪場を使う人の安全を考慮した計画としてほしい。自転車のことでヒヤッとしたことも

多い。 

・夕方はロータリーに車が入れない状況。歩いて行って待っていられる場所があると大混雑

を緩和できるのではないか。 

・駅周辺の整備については危険度を下げる整備をお願いしたい。 

・駅前広場では狭い面積を使い分けている。そこで何を考えるべきか。共存していかなければ

だめだという時代だと思う。 

・西口ができれば西口に送迎ができるようになるメリットもあり、西口の整備を進めていた

だきたい。 

・ピーク時とピーク時ではない閑散としているときの両方を考えなければならない。 
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第２回見附駅周辺まちづくり協議会 

 （平成29年５月30日） 

３パターンの検討プランを提示して議論をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■委員からの主なご意見 

・一般車は駅前広場で降車のみとする案が問題が少ないと思われる。 

・しかしどの案でも路上での乗り降りが増えるのではないか。現状よりロータリーが狭くなるとも

っと渋滞が多くなると思う。 

・新設駐車場ができるのは良いことだが、改札までの距離が遠くないか。 

・新設する駐車場にどうやって停めてもらうかを考えるべきではないか。我々も考え方を変えなけ

れば渋滞問題は解消しないし、それなら何も変えない方がよい。 

・バスは無くてはならないものだが、すべての移動手段と共存共栄を図って市民の理解をいただい

たなかでやっていきたい。 

・今町と見附を繋ぐ場所であり、観光で来た人が最初に訪れる場所であるため、見附市の顔として

の駅は大事だと思う。 
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第３回見附駅周辺まちづくり協議会 

 （平成29年８月９日） 

第２回で懸念された交通渋滞への対応について重点的に議論し、提示案に対する基本的なご了解

をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■委員からの主なご意見 

・前回の案よりも良くなったと思う。 

・降車専用レーンについては、長岡駅の実態を見る限り追い越しをさせない形態の方が望ましい。 

・自転車用の通路が２方向できることは良い。 

・ロータリーの形状としてはこれで良いと思う。 

・交流広場の必要性についてはまだよくわからない。 

・交流広場があると迎えに行く親も新設の駐車場に停めやすい。若い世代が増えたり、他の市から人

が来てくれるような期待を感じた。 

基本的なレイアウトについては第３回協議会に提示したプランでご理解をいただき、このプランを

基本として本計画書を作成しました。 



 

 

見附駅周辺整備基本計画 

平成３０年９月 

見附市 企画調整課、建設課 

TEL/0258-62-1700（代表） FAX/0258-63-1006 

E-mail/kikaku@city.mitsuke.niigata.jp 


